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令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
十
一
月
二
十
九
日
、
日
本
国
有
鉄
道
の
分

割
民
営
化
を
正
式
に
進
め
る
「
国
鉄
改
革
関
連
八
法
」
が
成
立
し
た
と

き
（
昭
和
六
十
一
年
〔
一
九
八
六
〕
十
一
月
二
十
八
日
）
の
内
閣
総
理

大
臣
中
曽
根
康
弘
が
一
〇
一
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。す
る
と
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
世
論
で
、
民
営
化
の
賛
否
を
問
う
声
が
改
め
て
湧
き
あ

が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
東
京
通
勤
圏
に
人
口
が
ま
す
ま

す
集
中
す
る
反
面
、
地
方
部
で
は
、
少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
と
と
も
に

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
車
社
会
化
）
も
進
展
し
公
共
交
通
機
関
の
疲

弊
が
顕
著
に
な
る
現
状
を
鑑
み
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
動
き
が
起
こ

る
直
前
、
同
じ
年
の
八
月
、
日
本
に
お
け
る
公
共
交
通
の
持
続
の
あ
り

方
を
ほ
か
の
先
進
国
と
対
比
し
な
が
ら
考
え
さ
せ
よ
う
と
す
る
標
記
の

本
書
が
出
版
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
ド
イ
ツ
を
主
な
対
象
と
定
め
た
う
え
で
、
そ
の
都
市
部
に

お
け
る
公
共
交
通
の
調
整
と
運
営
を
担
っ
て
き
た
運
輸
連
合
に
着
目

青
木
真
美
『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
運
輸
連
合
制
度
の
意
義
と
成
果
』

鴨
　
　
頭
　
　
俊
　
　
宏

＝ 
新
刊
紹
介 

＝

し
、
一
九
六
〇
年
代
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
こ
の
誕
生
か
ら
の
歩
み
を
分

析
し
て
い
く
こ
と
を
柱
と
す
る
。
な
ら
ば
、
本
書
を
正
し
く
読
解
す
る

に
は
ド
イ
ツ
の
言
語
、
東
西
分
割
の
歴
史
、
さ
ら
に
Ｅ
Ｕ
諸
制
度
を
含

む
現
代
社
会
な
ど
の
専
門
的
知
識
が
必
要
な
の
か
と
身
構
え
て
し
ま
う

だ
ろ
う
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
む
ろ
ん
ド
イ
ツ
語
の
文
献
に
も
と
づ
く

実
証
は
あ
る
の
だ
が
、
あ
く
ま
で
ド
イ
ツ
史
専
門
家
以
外
に
日
本
の
公

共
交
通
を
持
続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
提
示
す
る
こ
と
を
念
頭

に
置
く
も
の
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
知
識
の
な
い
者
も
学
べ
る
よ
う
に
仕

上
げ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
日
本
史
学
界
に
身
を
置
き
つ
つ
近
現
代
日
本
の
公
共
交
通

も
研
究
す
る
立
場
か
ら
一
つ
、
本
書
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
ず
は
章
ご
と
の
目
次
を
掲
げ
た
う
え
で
、
本
書
の
概
要
を
ま
と
ま

り
別
に
整
理
し
て
み
よ
う
。
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し
提
言
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
著
者
が
ド
イ
ツ
の
運
輸
連
合
に
着
目

し
た
の
は
、
こ
れ
が
連
邦
政
府
・
州
政
府
・
関
連
地
方
自
治
体
と
交
通

事
業
者
と
の
合
意
に
も
と
づ
い
て
結
成
さ
れ
た
共
同
子
会
社
ゆ
え
、
行

政
組
織
連
携
の
モ
デ
ル
と
な
り
う
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
～
五
章
で
は
、
運
輸
連
合
が
誕
生
し
て
か
ら
い
か
な
る
変
化
が

生
じ
た
の
か
を
、
一
〇
～
三
〇
年
の
区
分
ご
と
に
一
つ
の
章
を
設
け
る

か
た
ち
で
整
理
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
都
市
圏
の
拡
大
に
と
も

な
い
バ
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
拡
大
し
て
、
旧
連
邦
鉄
道
を
は
じ
め
と

す
る
軌
道
系
交
通
と
バ
ス
と
の
競
争
が
発
生
し
、
さ
ら
に
通
勤
交
通
の

増
加
と
公
共
交
通
利
用
者
の
減
少
と
い
う
問
題
ま
で
表
れ
て
く
る
。
そ

こ
で
創
設
さ
れ
た
運
輸
連
合
は
、
単
に
事
業
者
間
で
運
賃
の
共
通
化
や

乗
継
ぎ
割
引
で
の
乗
り
換
え
抵
抗
を
な
く
す
だ
け
で
な
く
、
運
行
計
画

の
調
整
や
広
報
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
共
有
を
図
る
こ
と
で
、
自
家
用

車
の
利
便
性
に
対
抗
で
き
る
公
共
交
通
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
目
的

ま
で
有
し
て
い
た
。
運
輸
連
合
の
中
小
都
市
圏
や
ロ
ー
カ
ル
圏
へ
の
導

入
を
意
味
す
る
、
第
四
・
五
章
の
題
名
に
あ
る
「
地
域
化
」
が
進
ん
だ

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
一
月
に
は
、
ド
イ
ツ
全
体
の
う
ち
十
六

州
で
一
二
〇
あ
ま
り
の
運
輸
連
合
が
組
織
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
主
に

旧
連
邦
鉄
道
と
そ
れ
以
外
の
公
共
交
通
機
関
と
の
連
携
を
図
る
目
的
で

始
ま
っ
た
運
輸
連
合
が
、
近
距
離
旅
客
輸
送
の
長
期
的
な
戦
略
、
州
の

交
通
担
当
部
門
と
協
力
し
立
案
し
て
実
施
す
る
こ
と
、
投
資
財
源
の
配

分
、
交
通
事
業
者
と
の
委
託
契
約
、
さ
ら
に
（
そ
れ
ま
で
、
連
邦
鉄
道

に
つ
い
て
は
別
立
て
だ
っ
た
も
の
の
統
合
し
た
）
運
輸
助
成
の
新
た
な

配
分
方
法
の
決
定
や
実
際
の
配
分
業
務
な
ど
ま
で
担
う
も
の
へ
と
変

　

第
一
章　

序
論
―
公
共
交
通
の
持
続
の
た
め
に
―

　

第
二
章　

運
輸
連
合
の
誕
生
と
発
展
―
一
九
六
〇
～
八
〇
年
代
―

　

第
三
章　

�

運
輸
連
合
の
共
通
運
賃
制
度
と
収
入
配
分
―
設
立
当
時
の

制
度
―

　

第
四
章　

�
ド
イ
ツ
鉄
道
の
株
式
会
社
化
と
鉄
道
近
距
離
旅
客
輸
送
の

地
域
化
―
一
九
九
〇
年
代
―

　

第
五
章　

地
域
化
政
策
実
施
以
降
の
運
輸
連
合
―
二
〇
〇
〇
年
代
―

　

第
六
章　

運
輸
連
合
制
度
の
効
果
と
影
響

　

第
七
章　

結
論
―
公
共
交
通
の
社
会
的
役
割
―

　

さ
て
第
一
章
で
は
、
日
本
の
公
共
交
通
の
現
状
と
課
題
を
、
ほ
か
の

先
進
国
と
比
較
し
な
が
ら
整
理
し
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
場
合
、
長

距
離
便
も
含
め
国
全
体
で
見
れ
ば
公
共
交
通
の
輸
送
機
関
別
分
担
比
率

が
高
い
も
の
の
、
都
市
に
限
定
す
る
と
そ
の
比
率
は
必
ず
し
も
高
く
な

く
て
、
低
下
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
い
け
ば
将
来
、
大
都
市
圏
で

も
鉄
道
や
バ
ス
の
経
営
問
題
が
顕
在
化
す
る
可
能
性
は
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
て
著
者
は
、
交
通
機
関
の
①
ハ
ー
ド
面
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
施
設
な
ど
）、
②
ソ
フ
ト
面
（
事
業
者
間
の
サ
ー
ビ
ス
や
運
賃
・
時

刻
表
の
設
定
な
ど
）、
③
行
政
に
お
け
る
制
度
面
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や

福
祉
バ
ス
な
ど
）
三
つ
の
シ
ー
ム
レ
ス
化
（
複
数
の
組
織
に
ま
た
が
る

一
連
の
業
務
を
滞
り
な
く
お
こ
な
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
）
が
必
要
だ

と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
推
進
す
る
母
体
と
し
て
重
要
な
の
は
、

都
道
府
県
と
基
礎
自
治
体
が
連
携
す
る
組
織
だ
と
指
摘
し
た
。
公
共
交

通
に
お
け
る
シ
ー
ム
レ
ス
化
の
推
進
自
体
は
、
国
土
交
通
省
が
す
で
に

『
国
土
交
通
白
書
』（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｈ
Ｐ
で
も
公
開
）
な
ど
を
と
お
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が
ら
、
そ
の
利
用
状
況
が
芳
し
く
な
い
京
都
市
を
考
察
対
象
に
挙
げ
て

い
る
。
ま
た
、
国
・
県
・
基
礎
自
治
体
の
交
通
政
策
に
つ
い
て
方
向
性

を
整
理
し
、
組
織
や
協
力
関
係
な
ど
を
再
考
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
旨

を
指
摘
し
た
。
確
か
に
、
日
本
で
は
同
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
か
ら

二
十
六
年
に
か
け
「
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法

律
」
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
示
さ
れ
た
協
議
会
形

式
で
は
な
く
ド
イ
ツ
の
運
輸
連
合
の
よ
う
に
恒
常
的
な
組
織
を
編
成

し
、
日
常
的
業
務
と
し
て
地
域
公
共
交
通
の
連
携
や
再
編
、
活
性
化
に

携
わ
る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
と
い
う
。

　

そ
し
て
第
七
章
で
は
、
論
証
内
容
を
ま
と
め
た
う
え
で
今
後
の
課
題

を
述
べ
た
。
著
者
の
意
識
に
は
財
政
負
担
の
問
題
が
あ
る
。
本
書
で
は

ド
イ
ツ
の
地
域
公
共
交
通
に
対
す
る
連
邦
政
府
以
下
各
行
政
機
関
レ
ベ

ル
で
の
デ
ー
タ
を
示
せ
て
い
な
い
ゆ
え
、
こ
の
課
題
点
を
解
決
す
る
こ

と
で
、
日
本
に
対
し
よ
り
詳
細
な
比
較
を
と
も
な
う
提
言
が
で
き
る
と

い
う
。
ま
た
、
ゾ
ー
ン
制
共
通
運
賃
制
度
に
触
れ
、
日
本
は
運
輸
連
合

の
示
唆
を
踏
ま
え
つ
つ
有
効
な
施
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
も

指
摘
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
あ
く
ま
で
日
本
の
公
共
交
通
を
い
か
に
持

続
さ
せ
る
か
を
意
識
し
な
が
ら
、
そ
れ
へ
の
示
唆
と
し
て
ド
イ
ツ
に
お

け
る
運
輸
連
合
の
歴
史
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
今
日

わ
が
国
の
行
政
が
抱
え
る
と
指
摘
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
〝
財
源
〟〝
縦

割
り
行
政
〟
の
問
題
が
、
公
共
交
通
持
続
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
も
な
っ
て

い
た
と
感
じ
と
れ
よ
う
。
公
共
交
通
の
現
状
を
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る

わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
六
章
で
は
、
日
本
の
現
状
に
対
し
、
以
上
に
見
た
ド
イ
ツ
の
実
情

を
踏
ま
え
つ
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
他
国
の
事
例
と
の
比
較
も
試
み
な
が
ら
、

課
題
を
提
示
し
た
。
具
体
的
に
は
、
そ
も
そ
も
日
本
と
ド
イ
ツ
を
比
較

す
る
出
発
点
と
し
て
、
国
土
面
積
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
乗
用
車
の
機
関
分
担
率
は
む
し
ろ
ド
イ
ツ
が
日
本
と
比
べ
一
・

二
五
倍
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
お
け

る
公
共
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
軌
道
の
総
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
数
で
日
本

の
約
一
・
三
倍
、
路
線
バ
ス
の
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
は
約
一
・
六
五
倍
と
、

ド
イ
ツ
の
ほ
う
が
大
き
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
次
に
、
ド
イ
ツ
で

そ
う
な
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
平
地
面
積
の
割
合
が
高
く
都
市
の
拡
張

し
や
す
い
地
理
的
環
境
と
と
も
に
、
自
家
用
車
一
辺
倒
の
都
市
へ
変
容

し
て
し
ま
う
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
財
源
の
確
保
も
挙
げ
た
。
金
額
は
年

間
約
八
〇
億
ユ
ー
ロ
、
日
本
円
で
い
え
ば
約
一
兆
円
の
規
模
で
あ
る
。

こ
れ
ほ
ど
投
入
し
て
、
ド
イ
ツ
国
内
の
輸
送
動
向
に
占
め
る
公
共
交
通

の
比
率
が
、
若
干
の
減
少
傾
向
か
ら
近
年
よ
う
や
く
回
復
に
転
じ
た
。

確
か
に
、
一
九
六
〇
年
代
に
設
定
し
た
交
通
政
策
の
目
的
は
あ
る
程
度

達
成
で
き
て
い
る
も
の
の
、
逆
に
い
え
ば
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

圧
力
が
こ
れ
ほ
ど
強
く
、
道
路
網
の
拡
大
に
よ
っ
て
住
宅
立
地
の
制
約

が
軽
減
さ
れ
た
場
合
に
は
、
ス
プ
ロ
ー
ル
化
が
進
展
し
自
家
用
車
依
存

型
の
都
市
へ
転
換
し
や
す
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
学
び
か
ら
、著
者
は
日
本
に
対
し
て
提
言
を
お
こ
な
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
鉄
軌
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
あ
る
程
度
充
実
し
つ
つ
交
通

バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
計
画
と
「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」
政
策
と
を
進
め
な
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角
度
で
見
つ
め
な
お
す
き
っ
か
け
と
し
て
、
ド
イ
ツ
史
以
外
の
研
究
者

に
も
ぜ
ひ
、
本
書
を
手
に
取
り
一
読
を
願
い
た
い
。

［
付　

記
］�　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、令
和
元
年
十
一
月
十
六
日
、

大
阪
商
業
大
学
で
開
催
さ
れ
た
『
二
〇
一
九
年
度
交
通
史
学

会
第
三
回
例
会
』
に
お
け
る
著
者
《
口
頭
発
表
》「
ド
イ
ツ

の
運
輸
連
合
と
公
共
交
通
」
の
内
容
を
参
考
と
し
た
。

（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
九
年
八
月
、
Ａ
五
判
、

全
二
二
四
頁
、
本
体
三
七
〇
〇
円
＋
税
）

（
神
戸
大
学
計
算
社
会
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）


